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議事録

＜今年度の委員会目標＞

・去年は、それぞれの部署で活動していた為、各部署の格差が多いので今年は

去年の格差をうめる為、勉強会など一緒に行ったりする。

＜去年行った活動にについて＞

・南山苑…電話対応、家族対応、クレーム処理の勉強会

· 青南病院…患者者様が職員をどう思っているかアンケート

· 南寿の里…家族にアンケートをとり、結果を掲示。

＜今年度の委員会活動について＞

1） 委員会の開催

開催日：毎月第4木曜日　場所：青南病院２階会議室　15：00～16：00

2） 活動計画

①活動教育の意味を全職員に理解してもらい、全職員が共通した認識を持つように誘発する。

・勉強会の内容は上期に委員会で検討し、下期に実施する。

・家族対応や電話対応に関しては、不定期にチェックを行う。(ロールプレイング形式にて実施)②接遇委員が接遇モデルとしてあらゆる場所で活動し、全職員の見本である意識を高めるべく、

活動内容や実施項目について話し合う。

・接遇委員に対する教育に関しては、各施設毎の格差があると考えられる為、委員長が6月までに委員全体に対する教育を実施する。

・各施設の接遇に関しての周知、徹底状況を把握して役割分担、活動

③不定期に接遇に関するチェックを行い、当法人での内部評価を行う。

· 接遇面、身だしなみ等に関する内部評価の基準を作成し、委員がチェックを行う。

(予定では年2回。上記8月、下期2月)

④内部評価を周知に徹底する。

・内部評価で問題があった職員で再度の注意にも改善見られない者に関しては、全法人職員が

周知できる様、掲示する。

· 掲示に関してはＧ.Ｏ.Ｍ.、Ａ.Ｏ.Ｍ.とも連携し、出来るだけ指導により、改善するよう対応し、

掲示は最後の手段として用いる。

⑤法人職員に対する接遇教育を行い、各部署の接遇委員がリーダーシップを取り、活動する。

　特に新人職員に関しては頻度にチェック対策をおき、細めな指導を行う。

・委員一人一人で各部署を担当性とし、責任を持って、接遇向上意識の周知に励む。委員長は

それを統括する。

・啓蒙活動としては、ポスターによる呼び掛けや、接遇に関する研修な等あれば、委員を中心に

　積極的に参加する。

・18年度新人職員に関しては19年3月に周知確認の為、試験的な研修会を実施する。
※役割分担

・勉強会…下期に職員の勉強会を行う。詳しい内容は委員会中に決める。(日にち等)

　　　　　(荒木田、榮田、佐々木)

・身だしなみ…上期、下期で1回ずつ行う。(8月・2月)普段からあまりにもひどい人は

　　　　　　常に注意する。(市嶋、松川)

・接遇のポスター…接遇に関係あるポスターを作る。6月いっぱいで。

　　　　　　　　　(荒木田、佐々木、藤田、月館)

・クレーム処理のマニュアル…マニュアル作成。6月いっぱいで。

　　　　　　　　　　　　　(田村・病院、上沼・南寿)

